
悌
を
窟
し
、

「
か
ら
衣
き
っ
A

な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
／
＼
き
ぬ
る

た
ひ
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
洒
落
た
る
は
努
勘
く
し
て
功
多
く
、
合
せ
て
東
下

り
と
は
優
に
や
さ
し
き
意
匠
に
て
平
素
の
御
修
養
の
ほ
ど
も
思
ひ
や
ら
れ
て

0

0

0

 

奥
床
し
き
漆
工
科
の
考
案
。

0

0

0

 

0
 

0
 

さ
て
ま
た
錨
金
科
工
場
の
前
に
は
高
さ
二
丈
に
餘
る
龍
頭
の
大
噴
水
あ
り
、

そ
の
頭
部
は
服
、
胴
鉢
は
杉
葉
を
以
て
作
り
本
水
を
利
用
し
た
る
は
営
日
の

牡
観
。
叉
同
仕
上
工
場
の
中
に
は
辮
炭
釣
鐘
を
提
げ
て
叡
山
に
登
ら
ん
と
す

る
と
こ
ろ
の
造
り
物
は
、
策
と
布
と
を
用
ひ
た
り
。

0

0

0

 

工
藝
科
の
二
階
に
は
文
人
、
女
、
軍
人
其
他
の
張
祓
人
形
を
出
し
て
景
氣
を

添
へ
、
同
科
庭
前
の
櫻
樹
よ
り
椎
の
大
木
へ
荒
縄
を
編
み
付
け
、
そ
れ
に
旅

と
針
金
を
利
用
し
て
蜘
蛛
の
巣
が
ら
み
を
見
せ
た
る
は
奇
祓
な
る
意
匠
と
や

申
す
べ
し
。

ま
た
、
校
庭
（
彫
金
科
前
の
広
場
）
に
は
岡
野
菓
子
店
、
松
の
す
し
店
、
石
崎

酒
店
、
厚
生
舎
牛
乳
店
、
亀
谷
麺
包
店
、
松
茸
飯
店
、
都
新
聞
の
飴
屋
店
、

柿
、
林
檎
等
の
水
菓
子
店
、
西
洋
料
理
の
長
光
亭
、
村
井
の
煙
草
店
、
紀
念
楽

焼
店
な
ど
が
店
を
並
べ
た
。
紀
念
楽
焼
店
は
板
谷
勤
川
（
嘉
七

・
波
山
）
が
中
心

と
な
っ
て
開
い
た
も
の
で
、
大
繁
昌
で
あ
っ
た
。
校
内
は
観
衆
で
立
錐
の
余
地

な
き
有
様
と
な
り
、
そ
の
中
に
は
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
の
姿
も
あ
っ
た
と
い
う

（
『
美
術
新
報
』
第
二
巻
第
十
七
号
。
明
治
三
十
六
年
十

一
月
五
日
）
。
混
雑
緩
和
の
た

め
本
校
の
依
頼
で
下
谷
警
察
署
長
以
下
六
十
五
名
も
出
動
し
た
。

⑩

明
治
三
十
年
代
半
ば
の
参
考
書

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
＼
第
三
巻
に
は
「
問
答
」
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
校
友
会
員
の
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
応
答
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
参
考
書
に
関
す
る
も
の
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
巻
第
四
号
で
は
西
洋
名
画
に
関
す
る
図
書
に
つ
い
て
の
「
谷
」

（
錬
太
郎
）
の
問
い
に
対
し
て
「
米
利
堅
生
」
（
久
米
桂
一
郎
ま
た
は
岩
村
透
）
は
次

の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

〔
上
略
〕
記
者
の
承
知
致
居
候
慮
に
て
は
、
蒐
集
範
園
の
汎
く
し
て
、
印
刷

鮮
明
、
且
債
格
の
廉
な
る
は
、
獨
逸
出
版
の
美
術
帖
に
て
('D
e
r
S
til
"
(In d
e
n
 

bi
ld
e
n
d
e
n
 k
u
n
s
t
e
n
 u
n
d
 g
e
w
e
rbe
n
 h
era
u
sgebe
n
 v
a
n
 
G
e
o
g
 
H
i
rth)

と
中
F

も
の
に
候
、
代
債
は
一
帖
十
二
枚
入
一
マ
ル
ク
に
て
、
既
に
出
版
相
成
候
分

に
て
も
千
枚
近
く
に
相
成
候
間
、
完
結
の
上
は
幾
千
枚
と
云
ふ
敷
に
可
相

成
、
充
分
完
全
の
も
の
と
存
候
。
ル
ー
プ
ル
美
術
館
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

、
ガ
レ

リ
ー
其
他
全
欧
至
る
虞
、
著
名
の
美
術
館
に
て
は
、
夫
々
所
蔵
の
名
霊
を
上

梓
出
版
致
居
り
、
完
全
の
も
の
も
、
幣
し
く
有
之
候
得
共
、
是
等
は
代
債
の

梢
高
き
為
、
誰
の
手
に
も
容
易
く
入
り
得
べ
き
も
の
に
無
之
候
。
例
へ
ば
千

〔
八
ヵ
〕

九
百
九
十
九
年
巴
里
美
術
書
出
版
協
會
よ
り
刊
行
相
成
候
、
L
e
M

u
se
e
 d
u
 

L
o
u
v
r
e

な
ぞ
は
、
甚
だ
完
全
の
も
の
に
は
候
得
共
、
全
部
六
冊
出
版
嘗
時

の
正
債
五
百
フ
ラ
ン
と
云
ふ
高
値
に
御
座
候
。
尚
又
殆
ど
同
時
に
出
版
さ
れ

候、

T
h
e
N
a
ti
o
n
a
l
 G
a
ll
e
r
y
と
申
候
は
、

ロ
ン
ド
ソ
、
カ
ッ
セ
ル
社
よ

り
出
版
致
候
も
の
に
て
、
全
部
三
冊
豫
約
嘗
時
の
正
債
七
十
園
、
今
日
は
百

七
十
園
と
云
ふ
高
債
に
て
賣
買
致
居
候
。
斯
の
如
き
次
第
に
て
、
完
全
の
も

の
は
何
程
に
て
も
有
之
候
得
共
、
直
段
の
高
き
為
我
々
貧
書
生
の
懐
中
に
て

は
到
底
話
に
相
成
不
申
候
。

直
段
の
最
も
廉
に
て
、
我
々
日
本
學
生
の
財
布
に
最
も
適
常
し
、
且
妍
究
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材
料
と
し
て
も
、
最
も
有
盆
な
る
は
、
近
頃
米
國
ボ
ス
ト
ソ
府
の
出
版
祉
よ

り
出
版
被
致
候
、
P
e
r
r
y

Pi
ct
u
r
e
s

に
候
。
蓋
の
大
さ
は
凡
そ
三
寸
に
四

寸
位
に
て
、
印
刷
甚
だ
鮮
明
、
紙
質
も
頗
る
よ
ろ
し
く
、
且
紙
面
全
鉢
の
大

さ
、
小
さ
き
為
め
（
凡
そ
六
寸
に
四
寸
五
分
）
机
上
の
取
扱
に
も
、
至
極
便

利
に
候
。
直
段
は
壼
枚
二
錢
、
二
圃
に
て
百
廿
枚
と
云
ふ
廉
債
に
候
得
ば
、

如
何
な
る
貧
書
生
も
少
々
の
倹
約
に
て
、
座
右
に
世
界
美
術
の
賓
庫
を
備
へ

得
る
事
に
候
。
出
版
慮
は

T
h
e
P
e
r
r
y
 P
i
c
t
u
r
e
 C
o
;
M
a
d
l
u
e
n
,
 Ma

s
s
.
 

U
.
 S.
 A.

に
て
申
込
次
第
、
先
方
よ
り
目
録
を
送
附
す
べ
く
候
間
、
そ
れ

に
就
て
御
撰
揮
の
上
、
御
注
文
な
さ
る
べ
く
候
。
見
本
及
目
録
は
美
術
學
校

文
庫
へ
も
参
居
候
間
、
御
序
之
節
御
覧
被
成
度
候
。

以
上
申
述
候
も
の
4

外
、
水
彩
聾
と
か
、
或
は
英
國
霊
と
か
、
匿
域
の
小

な
る
蒐
集
も
有
之
候
。
此
種
の
も
の
に
て
目
下
評
判
の
も
の
は
、

E
n
g
l
i
s
h

¥
l
a
ter
-C
o
l
o
u
r
と
申
し
、
英
國
近
代
名
家
の
水
彩
甕
を
三
色
版
に
印
刷
致

し
た
る
も
の
に
候
。
全
部
八
峡
に
て
代
債
十
六
圃
に
候
。
尚
又
カ
ッ
セ
ル
社

よ
り
出
版
致
候
、
T
h
e
N
a
tion
's
 Pi
c
t
u
r
e
も
、
矢
張
三
色
版
に
て
印
刷
致

し
た
る
も
の
に
て
、
こ
は
汎
く
英
國
近
代
の
名
聾
を
集
め
た
る
も
の
に
御
座

候
。此

外
年
々
其
年
の
展
覧
會
に
現
は
れ
た
る
作
品
を
集
め
、
出
版
致
候
も
の

有
之
候
。
其
最
も
我
國
に
名
を
知
ら
れ
居
候
は
、
R
o
y
a
l
A
c
a
d
e
m
y
 Pi
e
,
 

tures (
カ
ツ
七
ル
社
焚
行
、
五
冊
完
結
一
冊
債
四
十
セ
ン
ト
）
即
ち
ロ
ン
ド

ン
、

ロ
ー
ヤ
ル
、
ア
カ
デ
ミ
ー
展
覧
會
甕
集
と

F
i
g
a
r
o

S
a
l
o
n
 
(
毎
年
猿

行
凡
そ
十
冊
乃
至
十
二
冊
完
結
、
債
一
冊
一
――
フ
ラ
ン
五
十
サ
ン
チ
ー
ム
）
及

び

C
a
t
a
lo
g
u
e
Illustre 
(
雨
サ
ロ
ン
挿
霊
目
録
各
一
冊
、
毎
年
焚
行
、
債

一
朋
三
フ
ラ
ソ
半
）
に
候
。
是
等
は
大
抵
は
丸
菩
に
参
居
候
間
同
書
店
よ
り

G
a
z
e
t
t
e
 

御
買
入
御
自
由
に
御
座
候
。

雑
誌
類
に
て
最
も
有
名
な
る
は
、
佛
の

d
e
s

B
e
a
u
x
,
A
r
t
s
.
 

R
e
v
u
e
 d
e
 L
'art 
A
n
c
ie
n
 et 
M
o
d
e
r
n
e
及
び

A
r
t
e
t
 D
ecorat
io
n
 

米
の

A
r
t

（
前
二
雑
誌
各
々
一
年
分
代
債
凡
そ
舟
圃
毎
月
一
回
焚
行
）
英
の

A
rt

journal. 
M
a
g
a
z
i
n
e
 
of 
A
r
t
.
 Int

e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 S
t
u
d
io 
(
各
金
八
圃
よ

り
十
二
圃
位
迄
執
れ
も
月
一
回
登
行
）
獨
の

K
u
n
s
t
u
n
d
 D
e
c
o
r
a
tion
.
 

M
o
d
e
r
n
e
 K
u
n
s
t
及
び
伊
の
L
、
A
r
t
e
Itali
a
n
a
.
 E

n
p
o
r
i
u
m
.
等
に
御

座
候
。
此
外
圏
霊
教
育
家
、

叉
聾
學
生
向
の
雑
誌
と
し
て
は
、

A
m
a
t
e
u
r
.
 （月

一
回
一
年
凡
そ
十
圃
）

A
rt
Int
e
r
c
h
a
n
g
e
.
 (

凡
そ
前
同

様）

M
a
s
t
e
r
s
in
 A
r
t
 
(
一
ヶ
年
凡
そ
三
圃
）
及
び
英
の

A
r
t
ist

な
ぞ
御

座
候
。

第
三
巻
第
九
号
で
は
谷
錬
太
郎
の
問
い
に
対
し
て
同
じ
く
「
米
利
堅
生
」
が

D
e
r
 
Still

の
取
寄
せ
方
や
前
回
引
用
諸
雑
誌
の
性
格
、
お
よ
び
そ
れ
ら
は
大

概
文
庫
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
答
え
て
い
る
。

第
二
巻
第
七
号
に
は
同
じ
く
谷
錬
太
郎
と

「
米
利
堅
生
」
の
問
答
が
あ
る
。

こ
れ
は
西
洋
美
術
史
の
参
考
書
（
英
文
）
に
関
す
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
答
え

が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
上
略
〕
先
づ

美
術
史
と
申
て
も
、
其
程
度
に
依
て
様
々
に
御
座
候
。
中
學

校
ぐ
ら
ひ
の
教
科
書
と
し
て
用
ひ
居
候
至
極
簡
略
の
も
の
に
T
U
R
N
E
R
或

は

D
E
F
O
R
E
S
T
な
ぞ
澤
山
の
美
術
史
有
之
候
得
共
是
等
の
程
度
の
も
の

は
餘
り
に
簡
略
に
て
、
却
て
理
解
に
困
難
か
と
被
存
候
。
今
勘
し
く
精
し
き

も
の
に
て
は
挿
聾
多
く
安
債
の

W
.M 
H
.
 
G
o
o
d
y
e
a
r-
"R
o
m
a
n
 

〔
下
略
〕

a
n
d
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Y
O
R
K
)
 

O
F
 

'̂R
E
N
A
I
S
S
A
N
C
E
 A
N
D
 M
O
D
E
R
N
 

M
e
d
i
eva
l
 Ar
t
"
同
著
者
の

A
R
T
"
な
ぞ
有
之
候
（
代
債
は
一
冊
一
弗
出
版
慮
は

C
H
A
U
T
A
U
Q
U
Aー

C
E
N
T
U
R
Y
 
P
R
E
S
S
,
 ME

A
D
V
I
L
L
E
,
 P

A
.
 U
.
 S
.
 A
.)
執
れ
も

三
百
頁
位
ひ
の
書
物
に
候
、
唯
だ
古
代
希
騰
の
部
分
の
な
き
は
残
念
の
事
に

候
。
同
じ
著
者
の

:'A

H
I
S
T
O
R
Y
 O
F
 
A
R
T
"
は
一
冊
も
の
に
て
、

至
極
面
白
く
細
め
た
る
も
の
に
候
へ
共
、
勘
し
く
建
築
に
偏
し
た
る
氣
味
有

之
候
、
簡
略
の
も
の
4
中
に
て
は
此
書
な
ぞ
宜
敷
か
と
思
は
れ
候
。
濁
逸
書

よ
り
翻
繹
し
た
る

R
E
B
E
R
|

よ

'H
I
S
T
O
R
Y
O
F
 A
N
C
I
E
N
T
 A
R
T
"
 

同
じ
著
者
の

"H
I
S
T
O
R
Y
 O
F
 M
E
D
I
E
V
A
L
 A
R
T
"
 (
H
A
R
P
E
R
 

た

O
F
 
A
R
'
 

や

B
R
O
T
H
E
R
S
•
N
E
W

Y
O
R
K
)
は
専
門
家
の
間
に
は
至
極
持
て
囃
さ

れ
居
候
美
術
史
に
候
得
共
至
て
興
味
な
き
堅
苦
し
き
、
矢
張
建
築
に
傾
き
た

る
書
物
に
候
。
代
債
は
一
冊
七
園
、
頁
敷
は
六
七
百
頁
づ
4

の
書
物
に
候
。

同
じ
く
獨
逸
よ
り
諄
し
た
る
も
の
に
て

L
U
B
K
Eー

ベ^

Outli
n
e
o
f
 th
e
 

History 
of 
A
r
t
"
 (
D
O
D
O
,
 M

E
A
D
 &
 C
o
.
 N

E
W
 Y
O
R
K
代
債

二
冊
に
て
十
五
圃
）
な
る
二
冊
本
有
之
候
。
此
方
は
レ
ー
ベ
ル
の
書
と
比
較

す
れ
ば
餘
程
趣
味
は
有
之
候
得
共
、
幾
分
か
文
學
的
臭
味
を
幣
び
て
、
素
人

向
の
心
地
有
之
候
。
同
じ
も
の
を
近
頃
増
補
し
て
ド
ッ
ト
、
ミ
ー
ド
祉
よ
り

出
版
致
し
た
る
よ
し
新
聞
紙
上
に
一
見
致
し
候
得
共
如
何
な
る
も
の
な
る
や

は
未
だ
承
知
不
致
代
債
は
餘
程
高
債
の
様
に
覺
居
候
。

小
生
一
箇
人
と
し
て

は
三
部
別
々
に
出
版
相
成
居
候

H
A
M
L
I
N-
"H
I
S
T
O
R
Y

C
H
I
T
E
C
T
U
R
E
". 
M
A
R
Q
U
A
N
D
 A
N
D
 
F
R
O
T
H
I
N
G
H
A
Mー

中

'H
I
S
T
O
R
Y
O
F
 S
C
U
L
P
T
U
R
E
." 
V
A
N
 D
Y
K
E
-|
"H
I
S
T
O
R
Y
 

P
A
I
N
T
I
N
G
". 
(L
O
N
G
M
A
N
S
,
 G

R
E
E
N
 

C
o
.
 N

E
W
 

御
勤
め
致
候
。
代
債
は
一
冊
四
園
、
全
郡
十
二
園
、
丸
善
中
西

屋
に
も
参
り
居
候
。

△
美
術
史
の
部

日
本
綸
聾
史
（
横
井
時
冬
著
）
一
冊

日
本
橋
匝
本
町
三
丁
目
、
金
港
堂
翌
行

西
洋
美
術
史
要
（
岩
村
透
著
）
第
一
編
伊
太
利
紺
霊
の
部

金
八
十
五
錢

日
本
橘
通
二
丁
目
角
、
嵩
山
房
夜
行

△
美
學
の
部

近
世
美
學
（
高
山
林
次
郎
編
）
一
冊
金
三
十
三
錢

日
本
橋
ほ
本
町
三
丁
目
、
博
文
館
焚
行

審
美
網
領
（
繍
踪
共
著
）
二
冊

審
美
新
説
（
森
林
太
郎
著
）
一
冊
金
五
十
四
錢

空
一
種
は
日
本
橋
ほ
通
四
丁
目
、
春
陽
堂
狡
行

△
考
古
學
の
部

西
洋
考
古
學
（
久
米
桂
一
郎
著
）

金
一
圏
二
十
錢

一
冊
金
九
十
錢

此
書
は
普
く
夜
賣
す
る
も
の
に
無
之
、
有
志
者
の
登
刊
に
係
る
所
に
候
。
校
友
諸
氏
に
は
本

校
會
計
係
に
て
、
分
配
可
致
候

金
七
十
錢

一
冊

第
三
巻
第
三
号
の

「
問
答
」
欄
は
徳
田
鏑

一
の
各
種
参
考
書
お
よ
び
本
校
講

演
筆
記
等
に
関
す
る
問
い
と
屋
代
屍
江
の
回
答
で
あ
る
。
屋
代
は
邦
文
図
案
法

参
考
書
は
未
だ
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遠
近
法
に
つ
い
て
は
英
国
ウ
ィ
リ
ー
の

原
著
の
翻
訳
を
図
画
教
育
会
が
漸
次

『
図
画
教
育
』
の
附
録
と
し
て
添
付
し
て

い
る
と
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
な
参
考
書
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
当
時
の
美
術
学
生
が
用
い
た
主
な
参
考
書
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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△
用
器
霊
法
の
部

新
撰
女
子
用
器
聾
（
白
濱
徴
著
）

日
本
橋
ぼ
本
町
三
丁
目
、
金
港
堂
獲
行

用
器
盟
法
（
平
瀬
作
五
郎
著
）
一
冊
定
債
不
明

同

（

竹

下

富

次

郎

著

）

一

冊

同

日
本
橋
厖
通
三
丁
目
、
丸
筈
株
式
會
社
狡
行

用
器
霊
数
科
書
（
寺
野
精
一
著
）
全
六
冊

日
本
橋
匝
通
三
丁
目
、
金
港
営
登
行

一
冊

詞

誓

喜

授

法

（

白

濱

徽

著

）

京
橋
ほ
銀
座
一
丁
目
、
大
日
本

Ill
害
株
式
台
社

圏
甕
教
授
法
（
紐
畔
蕃
訊
著
）
一
冊
金
八
十
錢

神
田
匿
裏
神
保
町

一
、
三
省
堂
登
行

圏
霊
講
話
（
志
賀
静
山
著
）
一
冊
金
六
十
錢

神
田
匝
神
保
町
六
、
上
原
＃
店
焚
行

圏
聾
教
授
法
（
西
松
園
三
著
）
一
冊
金
七
十
錢

日
本
橋
四
本
石
町
三
、
賽
文
館
焚
行 一

冊

△
赦
育
學
及
教
授
法
の
部

数
育
學
赦
科
書
（
大
瀬
準
太
郎
著
）

日
本
橋
厖
本
町
一ー
一
丁
目
、
金
港
堂
登
行

一
冊

金
一
＿
一
十
錢

金
一
園
七
十
錢

△
建
築
學
の
部

大
建
築
學
（
三
橋
四
郎
著
）
三
冊
金
七
八
園
位

〔
出
版
社
名
記
入
な
し
。
〕

△
黒
板
甕
の
郡

箱
盪
捷
径
（
闘
翡
共
著
）
四
冊

一
名
應
用
黒
板
王
、
動
棺
物
部
金
十
二
錢
、
柏
物
部
金
十
五
錢
、
庶
物
部
金
十
六
錢
、
雑
部
近
fiJ‘

金
八
十
錢

定
債
不
明

日
本
橋
厖
本
石
町
三
丁
目
、
金
昌
堂
翌
行

塗
板
聾
集
（
碑
芍
紐
共
著
）
全
郡
十
二
冊

國
語
教
授
適
用
八
冊
、
作
身
教
授
適
用
四
冊
、
定
債
不
明
、
日
本
橋
匝
本
銀
町
三
丁
目、

鐘
美
堂
浚
行
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